
受診促進キャンペーンや防災訓練の様子受診促進キャンペーンや防災訓練の様子受診促進キャンペーンや防災訓練の様子

【人にやさしいまちづくりについて】　子育て支援

については、保護者の多様化するニーズに沿った

サービスを提供する。高齢者福祉については、ご

みの特別在宅収集、給食サービス等の在宅福祉サ

ービスの充実を図り、在宅高齢者の安否確認をは

じめ、安心して暮らすことができる環境づくりを

推進。在宅医療・介護連携では、賀茂圏域で連携

して、介護予防・日常生活支援総合事業を前倒し

で実施。障害のある人が安心して暮らし、自立で

きるまちを目指すため、適切なサービスを実施す

るなど福祉の増進に努める。

【健やかなまちづくりについて】　各種検診、予防

接種事業の啓発を図り、受診率の向上に努める。

救急医療については、関係機関と連携し、体制強

化を図る。国民健康保険については、人間ドック

受診者への助成や特定健診受診勧奨を行い、生活

習慣病の予防対策等を図り、保険財政の健全化に

努める。

【市民の安心づくりについて】　避難地避難路の整

備については、春日山遊歩道に、災害時における

避難路としての機能を付加し、市民及び観光客の

安心安全の向上を推進する。住民への備蓄を呼び

かけるとともに、市においても計画的な備蓄整備

を進める。共助の要となる自主防災組織が取り組

む事業に支援を行う。急傾斜地法に基づき、吉佐

美多々戸、河内松尾、広岡理源山、立野安城山の

４か所において急傾斜地崩壊対策事業を実施。住

宅の耐震診断や耐震補強への助成等の支援を引き

続き行う。交通安全運動については、各季交通安

全運動等の開催など、関係機関と連携し、安全な

交通社会の実現に努める。防犯灯管理の効率化、

防犯効果の一層の向上を図るため、調査を行い、

防犯灯のＬＥＤ化、適正配置に係る計画の作成を

進める。

４．安心なまちづくり

①美しいまちづくり　住宅用太陽光発電システム設置費補助金他／ 762 万 2 千円、下田公園入口公衆便

所改修工事他／ 1,409 万 4 千円　②人が輝くまちづくり　奨学振興事業／ 573 万円、小・中学校管理事

業／ 1 億 1,111 万 4 千円　③活力あるまちづくり　ふるさと応援寄附返礼品・ふるさと下田同窓会事業

補助金他／ 6,897 万 7 千円、地域おこし協力隊員関連経費、住宅リフォーム振興助成金他／ 2,365 万 1

千円、観光まちづくり振興事業・世界一の海づくり事業／ 5,998 万 8 千円　④安心なまちづくり　津波

避難施設（春日山遊歩道）整備工事 2,260 万円、ＬＥＤ照明導入調査業務委託他／ 1,957 万 5 千円、臨

時福祉給付金等／ 1 億 5,000 万円、急傾斜地対策事業 1,380 万円、白浜地区防災センター建設事業、第

5 分団第 1 部詰所建設事業／ 1 億 8,272 万 7 千円　⑤持続発展できるまちづくり　都市交流事業／ 253

万 2 千円、黒船祭執行会補助金、1,900 万円、広域観光推進事業／ 1,000 万 5 千円

～主だった歳出の内訳～

様々な交流を通じて発展性のある未来へ様々な交流を通じて発展性のある未来へ様々な交流を通じて発展性のある未来へ

ラソン大会等、日露間の友好と相互理解及び交流

の深化に取り組む。

【ともに築くまちづくりについて】　「人権擁護委

員」、「男女共同参画の実現を目指す市民懇話会」

と連携し、啓発活動を推進。ニューポート黒船祭

には、議長を団長として、中学生を含む訪問団で

参加し、より強く深い交流の実現を目指す。沼田

市とは本年、姉妹都市提携 50周年を迎えることか

ら、交流事業や記念事業を実施。日露交流発祥の

地として、「北方領土の日」を記念した史跡巡りマ

５．持続発展できるまちづくり
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市税
27 億 9,440 万円

29.7％

地方交付税
25 億 1,000 万円

26.7％

国庫支出金
12 億 9,394 万円

13.8％

市債
6億 1,360 万円
6.5％

県支出金
5億 4,037 万円
5.7％

地方消費税交付金
4億 6,000 万円
4.9％

繰入金
4億 5,180 万円
4.8％

分担金及び負担金
1 億 4,366 万円
1.5％

その他　5 億 9,023 万円　6.4％

歳入
（目的別）

民生費
36 億 1,357 万円

38.5％

総務費
12 億 5,741 万円

13.4％

土木費
9億 8,206 万円

10.4％

衛生費
9億 1,305 万円

9.7％

公債費
7億 7,817 万円

8.3％

教育費
6億 8,396 万円
7.3％

消防費
6億 3,956 万円
6.8％

商工費
2億 1,654 万円 2.3％

農林水産業費　1 億 6,909 万円　1.8％ 議会費　1億 1,458 万円　1.2％

予備費　3,000 万円　0.3％

災害復旧費　1万円　0.0％

歳出
（目的別）

扶助費
20 億 4,418 万円

21.8％

人件費
17 億 1,594 万円

18.3％

公債費
7億 7,813 万円

8.3％

物件費
14 億 6,829 万円

15.6％

補助費等
11 億 2,195 万円
11.9％

維持補修費
4,241 万円
0.5％

普通建設事業費
4億 4,323 万円
4.7％

災害復旧事業費
1 万円
0.0％

繰出金
16 億 1,053 万円

17.1％

その他
1 億 7,333 万円
1.8％

投資的経費
4億 4,324万円
4.7％ 歳出

（性質別）

一般会計予算　93億 9,800 万円の内訳一般会計予算　93億 9,800 万円の内訳

　一般会計及び９特別会計合わせて、185 億 2,282 万円で、前年度に比べ３億 9,510 万円、2.2％の増となり、

各会計間の重複額を除いた純計額では、172 億 0,385 万４千円で、前年度に比べ３億 4,823 万４千円、2.1％の

増となりました。一般会計は 93 億 9,800 万円で、前年度に比べ３億 7,300 万円、4.1％の増となりました。

　一般会計の歳入 (性質別 )につきましては、自主財源が 38億 5,938 万８千円で歳入全体の 41.0％を占め、前

年度に比べ 2 億 3,314 万１千円の増となり、依存財源は 55 億 3,861 万２千円で歳入全体の 59.0％を占め、前

年度に比べ１億 3,985 万 9 千円の増となりました。

①繰入金は、ふるさと応援基金繰入金、財政調整基金

　繰入金等の増により、４億 5,180 万１千円と見込み、

　前年度に比べ１億 0,541 万４千円、30.4％の増とな

　りました。

②国庫支出金は、年金生活者等支援臨時福祉給付金給

　付事業費補助金、児童福祉費、参議院議員選挙委託

　金等の増により、12億 9,393 万 9千円と見込み、前

　年度に比べ 8,344 万 9 千円、6.9％の増となりました。

③地方交付税は、平成 27 年国勢調査により算定基準人

　口の減少が推定されることから、25 億 1,000 万円と

　見込み、前年度に比べ 9,000 万円、－3.5％の減となり

　ました。

～歳入の主な増減の要因～
①扶助費は、年金生活者等支援臨時福祉金等の増によ

　り20億 4,417万４千円と見込み、前年度に比べ、１億

　4,035 万４千円、7.4％の増となりました。

②物件費は、学校給食調理配送等業務委託、ふるさと

　応援寄附システム使用料等の増により14億 6,828 万

　６千円を見込み、前年度に比べ、8,366万７千円、6.0％

　の増となりました。

③積立金は、１億 0,752 万３千円で、ふるさと応援基

　金の増により、前年度に比べて 8,899 万６千円の大

　幅増となりました。

～歳出の主な増減の要因（性質別）～

平成 28 年度平成 28 年度 予算概要予算概要平成28年度平成 28 年度 予算概要予算概要平成28年度 予算概要

特別会計及び事業会計当初予算

一般会計予算　93億 9,800 万円の内訳

150 万円

730 万円

302 万円

38 億 2,200 万円

25 億 1,500 万円

3億 2,500 万円

2,690 万円

11 億 8,100 万円

12 億 4,310 万円

予算額

60.5％減

2.8％増

0％

0.8％減

1.5％増

3.8％増

4.7％増

2.3％減

2.8％増

増減率

230 万円減

20 万円増

0

3,200 万円減

3,750 万円増

1,200 万円増

120 万円増

2,800 万円減

3,350 万円増

対前年度増減額会計名

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計

下田駅前広場整備事業特別会計

公共用地取得特別会計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

集落排水事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
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